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「
川
崎
」
駅
西
口
ま
た
は
東
急
東
横
線
「
元
住
吉
」
駅
よ
り
、
市
営
バ
ス
、
臨
港
バ
ス
と
も
夢
見
ヶ

　

崎
経
由
の
路
線
に
て
、「
小
倉
」
下
車
五
分

当
山
は
清
水
山
無
量
院
と
号
し
、
過
去
帳
に
よ
れ
ば
武
州
品
川
の
僧
寿
仙
房
天
文
五
年
（
一
五
三
六
）
入

院
と
あ
る
の
で
開
基
は
そ
の
頃
か
と
思
わ
れ
る
。
伝
説
に
よ
る
と
境
内
に
あ
っ
た
松
の
大
木
の
梢
に
灯
が
と

も
り
、
そ
こ
か
ら
龍
が
昇
天
し
た
と
云
う
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
「
龍
灯
の
松
」、
御
本
尊
を
龍
灯
観
音
と
も

云
わ
れ
る
。
ま
た
龍
宮
城
の
童
話
に
似
た
小
倉
池
の
玉
手
箱
と
云
う
昔
話
も
あ
る
。
観
音
像
は
山
州
清
水
の

観
音
を
模
し
た
奈
良
時
代
の
名
僧
行
基
菩
薩
（
六
六
八−
七
四
九
）
の
作
と
云
わ
れ
て
い
る
。
現
在
の
お
堂

は
戦
災
を
う
け
た
が
昭
和
四
十
一
年
に
復
興
し
た
。
戦
火
の
中
幸
い
救
出
さ
れ
た
仏
像
は
、
後
日
修
復
さ
れ

た
。
な
お
、
文
保
二
年
（
一
三
一
八
年
）
の
年
号
の
板
碑
が
あ
る
。
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（第15番　無量院）


